
〈特別活動部会 〉

1研 究主題

「自主的 、実蹟的 な態度 の育成 を図 る指導 の充 実 と評 価 方 法の 工夫 ・改 善」

皿 研 究 の概要

特別 活動 にお いて は、望 ま しい集 団生 活 を築 いて い くため に生徒 相互 が協力 し合 って活

動 の 目標 を股定 した り、 自分 の役割 や 責任 を遂 行 した りす る と ともに、生徒 自 らが直 面 し

てい る諸課題へ の対 応や解決 の方 法 を集 団場面 を通 じて案践 的 、体験的 に学 ぷ活 動 が行 わ

れ る。

そ こで 、私 た ちは、望 ま しい集 団生活 とは、次 の3つ の活 動 で ある とと らえた。

学級 学校 にお ける生活上 の諸課題 の解 決

生徒 一人 一人 が学級 や 学校 の一 員 としての 自覚 に基づ き協力 して解 決 して

い こ うとす る 自主的 ・案践 的 な活動 を工夫す る。

学校 にお ける多様 な集 団 の生 活 の向 上

学 校 にお ける多様 な集 団 には 目標 があ り、そ の 目標 を 達成 す るた め には 、

各 自が責任 を果た し、 お互 い に協力 し合 って集 団 の生 活 の向上 を図 る。

学蔽 内 の組織 づ く りや仕 事 の分担 処理

教 師 の適切 な指導 ・援 助 の 下 に、学級 と して の努力 目標 、組織 をつ く る必

要 性 や ね らい 、活動 内容 や 方法 な どを十分 理解 し、生 徒 自 らの創 意 に よ って

編 成 す る。

この よ うな集 団場 面 を通 じての 、生徒 一人一人 の 実践 的 、体 験的 な活動 を通 して、 育成

され た集 団 に寄与す る態度 は 、 自 ら考 え判断 し、望 ま しい行動 を選 択 ・決 定 して い くた め

の基 礎 となる もの と考 える。

以 上 の こ とか ら、特別活 動部 会 にお いて は、学 級や 学校 の 生活 の充 実 と向上 に関す る活

動 に焦 点 を絞 り、 自主的 、実 践的 な態度 の育成 を 図 る指 導 の充 実 と評 価方 法 の工夫 ・改 善

を開 発 した。
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皿 研 究 の 内 容

1研 究 の甚本 的 な考 え方

研 究 に際 して 、生徒 が学級 や 学校生 活 の充実 と向 上 を図 るた めには、学 級 の成員 が互 い の

個性 を尊重 し合 い 、学級 にお け る 自らの役 割 を分 担 す る こ とや 協力 し合 う活 動が必 要 であ る

と考 え る。 この よ うな活 動 を通 して 自分 の学級集 団 へ の所属感 が高 ま り、実 践 を通 して協 力

す る こ との大切 さや 、責任 あ る行動 を とるこ との必 要性 、友情 の素 晴 ら しさな どを体 得す る

こ とが で きる。 また 、活動 ご とに一人 一人 の個性 を尊 重 し、個 に応 じた指導 を 充実す る とと

もに 、 併せ て適切 な評 価 を行 うこ とに よ り、生徒 は 自分 の果 た した役割 に対 す る責任 と喜 び

を感 じ、 よ りよい学級 生活 を お く るた めの意欲 に もつ なが る。

そ こで 、本 部会 にお い ては話 し合 い活 動 を中心 と した授 業 と評価 につ いて以 下 に示す 。

2研 究全体の構想図

平 成15年 度 研 究テ ー マ

「確 か な学力 をつ け るた めの指 導 と評 価」

中学校 部会研 究テ ーマ

「個 に応 じた指 導 と評 価 に関す る研 究」

号
特別活動部会研究主題

「自主的、実践的な態度 の育成を図 る指導の充実 と評価方法の工夫 ・改善」

号
研 究の基 本曲 な脅 え方

(1)集 団 に対 す る所属 感や 連 帯感 の育成

集散や社会の一員 としての望ましい資質や能力を育てるための指導と評価の工夫 ・哉善

(2)個 性 を尊重 、伸長 す るた め の学級活 動の あ り方

教師による評価、生徒の自己評価、生徒相互の評価の生か し方についての工夫 ・改善

号
研究 の丙 審 ・方 法

(1)学 級活 動(1)「 学 級や 学校 の生活 と向上 に 関す るこ と」 にっ い て の評 価 方法

の 開発

☆ 学級 活動 の話 し合 い 活動 にお け る評価 規 準の検討

☆ 研 究授 業 にお け る評価 規 準 の検 討 ・作成

指 導 と評価 の一 体化 を図 る評価 方法 の工 夫 ・改 善

☆ ワー ク シー ト、振 り返 リカー・ド、補助 簿 の作成

号
研 究の成果 とま とめ 、及 び今 後 の課 題 の明確化
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3学 級活 動 に関す る評価 規準

(1)学 級 活動(1)r学 級や 学校 の生活 の 充実 と向 上に 関す る こ とユ の評 価規 準

関 心 ・意欲 ・態 度 思 考 ・判 断 技能 ・表 現 知識 ・理解

学級 内の組繊つ く 学級 や学校 の一 員 話 し合いや係 の活 学紐 内の組織つ く

りや仕事の分担処理 と して の 自 己の 役 割 動 な どで 自 己 の考 え りや 仕 事 の 分 担 処

な ど、学級 や 学校 の を 自覚 し、 他 の 生 徒 を 的 確 に表 現 し、 学 理 、学校 に お け る多

生活 の充実 と向上を の意見 を尊重 しなが 級 や学校 の生活 上の 様な集団生活の向上

目指 し、他 の生 徒 と ら、学 級 や 学 校 生 活 諸問題 を解 決す る方 な どの 方法 を知 り、

協 力 して 、意 歓 的 に 上 の諸 課題 な どの解 法や仕事 を分 担処理 学校生活の充実 と向

取 り組 も うと して い 決 に つ い て 考 え 、 判 す る技能 な どを身 に 上を図る方法 を理解

る 。 断 して い る。 っ け て い る。 して い る。

{2)話 し合い活動を中心 とした本研究の授業における評価規準

第2次 の授業の評価規準

関 心 ・意 欲 ・態 度 思 考 ・判 断 技能 ・表 現 知識 ・理解

学級 目標 を検討す 他 の生徒 の意見 を 話 し合 い で 自分 の 学級内には多様 な

る こ とを通 じて 、学 尊 重 し な が ら 、 どの 考 えを的確 に表現 し、 意見や考 えがあるこ

級 での生活 の充実と よ うな学級 に したい 学級で の諸問題 を解 と に 気 づ く。

向 上 を 目指 し、他 の か を考 え 、 自分 と し 決す る方 法 を身 につ

生徒 と協力 して意欲 て で き る こ とを 自覚 け て い る。

的 に取 り組 も うとし して い る。

て い る。

第3次 の授業の評価規準

関 心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表 現 知識 ・理解

学級生活の充実 と 他の生徒 の意 見 を 話 し合 い で 自分 の 学級生活の充実 と

向 上 を 目指 し、 どの 尊 重 し な 力斗ら 、 自 己 考 えを的 確 に表現 し、 向上 を図る方法を理

よ うな学 級 に したい の 役 割 を 自覚 し、 ど 学級 での諸 問題 を解 解 して い る。

か 、他 の 生徒 と協力 の よ うな 学 級 に した 決す る方 法 を身 につ

して意欲的に取 り組 い か を 考 え 、 判 断 し け て い る。

も う と して い る 。 て い る。
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3指 導 と評 伍の 一体化を図る評価 方法 の 工夫 ・改善

生 徒 一 人一 人 の意 欲 を喚起 し、 自 らの よ さに気 づか せ る よ うな評価 、また、 生徒 の よ さ、意

欲 、 努 力 を 多面的 に評価 す る こ とが重要 で あ ると考 え、 ワー クシー.ト、振 り返 リカー ド、評 価

補 助 簿 の 工 夫 と活 用方法 につ い て検討 した。

〈 ワー ク シー ト〉

生徒 一 人一人 の考 え、話 し合 いへ の取 り組み な ど、授 業 にお ける生徒の活 動 の状 況 を把握

す る こ とが でき、評 価 につ な が る ものに なる よ う工夫 し作成 した、

〈振 り返 リカー ド〉

活 動 内容 にそ った 自己評価 がで き る よ うに観 点別 項 目に即 して評価規 準 を設 定 した。 これ

に よ り、教 師が生 徒 を観 点別 に評価 で き る と考 えた。

〈評 価 捕助 簿 〉

敷 師 が 一人 一人 の生律 にっ いて 評価 を しや すい よ うに 、座 席表 を使 用 し、記 号 な どで 簡

単 に記 入 で きる よ う工夫 し作成 した。

1v指 導 事 例

1指 導 単 元 「学級 生活 の見 直 し」

2坦 元設 定の理 由

本研 究 にお いて は、学校 や学 年 の別 な く、 あ らゆ る学 校 、あ らゆる学 年 で活用 で きる汎 用性

の あ る こ とを最 大 のテー マ と した。 「学級 生 活の見 直 し」 は、上綴 学年 に進行 した 魔 の学 級 開

き にお ける学級 目標 づ く り、大 き な行 事 の前後 にお け る 目標 の 設 定や 反省 、生徒会 活 動 の前 後

期 の移行 期 にお ける 目標 の見 直 しな ど、1年 間の学 級 活動 の どの時 期 にお いて も活用 で き る題

材 で あ る と考 え、本 主題 を設定Lたe

3指 導計 画

第1次 …1学 期 な らび に前期 の振 り返 り(ワ ー ク シー トを用 いて)

第2次 …個 人の振 り返 りと 自分 た ちの 目指す クラス像 の確認 →9月18日 実施

第3次 …学 級 目標 に近づ くた めの2学 期 の クラス 目標 の設 定 →11月10日 実施

4指 導 課程

(D第1次

こ の指導 の最 初 の段 階 にお い ては 、 ワー クシー トを作成 し、 生徒 は 「学級 目標 に近 づ くた

め に 自分 が がん ば った こ とは何 か 」、 「自分 が理 想 とす る ク ラス は どの よ うな ク ラス か」 に

つ いて記 入 した。

こ こで は、第1次 と して ある が、 この作 業につ いて は 、朝 や 帰 りの短 学活 で もで き るこ と

で あ り、 あ らため て1単 位 時 間の授 業 を必 要 とす る もの ではな い。 ワー クシー トの様 式 も教

師 一 人 一人 が工 夫で き るもの と考 え る。

(2)展 開 例

第2次 、 第3次 ともおお む ね同 じよ うな授業 展 開で あ る。 今 回重視 した ところは、 班 に よ

る話 し合 い活 動 で あ る.特 に 、 「日常 の生 活班 に よ る話 し合 い」 と 「意 図的 に組 み 直 した班

に よ る話 し合い 」 によ り、生徒 が学 級 のす ぺての意 見 に触れ るこ とがで き るよ う工夫 した。

また 、第2次 にお いて は倒 人の振 り返 りに焦点 を 当て、 意 見のま とめは行 わ な か った。
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① 第2次 の展開

学 習 内 容 指導の流れ 留意点 評 価

0.出 欠 確 認

・本 時 の 目的 を 知 る

1,ワ ー ク シ ー ト配 布

0 START)
・始 業前 に学 級委

員 を通 じてワークシ

ートを配 布 してお

a学 級 目標 を

ふ ま え て 、

質問 項 目1「 学級 目標 を踏
1

く 。 自分 は 何 を

ま えて 自分 は何 を頑 張 れた 1 1.ワ ークシートで 記 入 がん ば れ た

か 。」 5 願いを探る が不十 分 な とこ か 、 振 り 返

質 問項 目2「2学 期 は どの
a

うがあれば記入 る こ と が で

よ うな学 級 に した いか.」 評 させ る。 き た 。

が記 入 され て い る こ とを確認
1

2 2. 〔閨 心 ・意 欲 ・態 度,

す る。 10 発 表1 ・他 人 の意 見 に対

2.日 常 の 生 活 班 で 、 「どの して 、否 定 した b班 の 話 し合

よ うな学 級 に したい か」 と り批判 した りさ い に お い て 、

い う、各 自の考 え を発 表 し b せ な い 。 自分の 考 え

あ い 、ワークシートに 記 入 す る 。 命 ・意 見 に対 す る質 を は っ き り

(10分) 問は可 とす る。 と 詣 す こ と

{国il国ii[ヨ1
・積 極 的 に話 し合

い に参加 で きな

が で き た 。

(思 考 ・判 断)

llヨii国il国1
1

;

い生 徒 に指 導、

助 言す る。

・話題 が それ た班

(技 能 ・表 現)

が あ っ た ら、 授

業を止めても軌

… 道修正する

・話 し合 い がで き

な い班 には 、教

3.班 を 替 え 、 各 班 で 出 て き 師 が入 る。

た 意 見 を 聞 き 合 い 、 ワー妙 一ト 3 P 3. c自 分 の 班 の

に メモ を 取 る。(20分) 20 発 表2 ・移 動 す る場 所 を 意 見 を他 の

18・2ε ・呂e1`舎2Cg301"・2願 ・3■
指 示 をす る、 班 の 人 た ち

4轄 ・5己 ・6¢4{=・5{=・ 旧c4昌 ・5畠 ・6画

c ・発 表 の 順番 を指 に は っ き り

≧1=ll;含・認lll:暑 ・詑=ゆ 命 示 す る。

・自分 の 班 か ら出

と伝 わ る よ

うに 話 す こ

張 各 瑳 とも男女 同数 に な た意見をわか り と が で き た 。

り、各 班 か ら必 ず1名 がい る やす く伝 え る よ (技 能 ・表 現)

よ うに な る よ うに班づ く りを
1

う助 言 す る 。,

す る。
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・他 の班 か ら出た ・他 の 班 の 意

意見 を しっか り 見 を しっ か

と受 け止 め られ り と聞 き 取

るよ うな雰 囲気 る こ とが で

をつ くる き た 。

・こ の2回 の 話 し (思 考 ・判 断)

合 い に よ リクラ

ス全 員の意見を

4.各 自の 生 活 班 に戻 り、 ワー 4 F 聞 け る こ とを伝

妙一ト を も とに聞 き取 った 内 40 磯 認 え る。 d今 ま で 気 が

容 を確 認 す る。

(5分) 華
4.

・自 分 と異 な る意

見 が あ る こ とに

っ か な か つ

た 仲 間 の 考

え を 知 る こ

5.教 師 に よ る ま と め を 聞 く。 気付 かせ る とが で き た 。

次 時 の学 習 内容 を知 る、 5 w 5.さ ま ざ ま な 意 (知 識 ・理 解)

45 ま とめ 1見 に 接 した こと

で、 自分 の考 え

50
(END) 一

を探 め る よ う助

言 す る。

② 第2次 の評 価 の内容 と方 法

ア 内容

・学 級 目標 を検 討す る こ とを通 して、学級 での生 活 の 充実 と向上 を 目指 し、他 の生徒

と協力 して意 欲的 に取 り組 も う としてい る。(関 心 ・意欲 ・態度)

・他 の 生徒 の意 見 を尊重 しな が ら、 どのよ うな学 級 に した いの かを考 え、 自分 として

で き る こ とを 自覚 して い る。(思 考 ・判 断)

・話 し合 い で 自分 の考 え を的砲 に表 現 し、その話 し合 いの 内容 を他 の生徒 に伝 えて い

る。(技 能 ・表 現)

・学線 内には多 様 な意見や 考 えが ある ことに気 づ く
。(知 識 ・理餌)

イ 方 法

観点

資料
関 心 ・意 欲 ・態 度 思考 ・判 断 技 能 ・表現 知職 ・理 解

ワ ー ク シ ー ト o o

観察 o o o

振 り返 リカ ー ド o o ○ o
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岨
ド一力q返51櫃の日事

↓助腿認猴6
①

僅 彊 庚畠

^詔鷹 藩 講繍 麟 鰐醜擁離鴇 撫緻1齢撫 搬`;o謝 τく融`1。

学綴自欄壱ふまえτ自貸惨何毎頑彊机審し鷲伽ふ`1還 愚o己
∬冠豊蓉し紀伽。(閲 心 ・意欲 ・態度)

A8c

班 の話 し合いにおいτ,自 分②癒え壱駐o竈 叫己話す{=こ"
恩き審し薄力巳。(思 考 ・判断)(技 能 ・表現)

A80

一一

自分②鴛兄竜他の躍 ②A創5に 幡 っき`に 伝わ§ように話す
oこ 押15巴 審し起"。(技 能 ・表現)

A日C

伯②班②意見壱し,か`lc聞 巴取昏昌己個 匡巴審し絃か。
(思考 ・判断)

A8C

今皆裡気瀞つゆ嚇帖 慮仲聞ロ考えな知るoこ個 覧 審し把bl、
(知識 ・理解)

AEC

②補助簿
手甫 助 簿

[量こ=互 コ 年 組 月
日()校 時

氏
名

a b c c氏

名

a b C c 氏
名

往 b C c氏

名

a b c C 氏
名

a b c c氏

名

a b C c

＼ ＼ ＼
二塵 亀口

3斑 2班 1班

評 価 項 自 ・ 基 準

a、(関 心 ・意欲 ・態度)
A、 学級 目標をふまえて自分は何を頑張れたか、生活

面や学習面などにおいて、複数の具体例を記入 で
きた。

B、 学級 目標 をふまえて 自分は何 を頑張れたか記入で
きた。

b、(思 考 ・判断)〔 技能 ・表現)
A、 班の話 し合いにおいて、 自分の考 えや意 見を他者

に分か りやすく的確 に伝えていた。
B、 班の話 し台いにおいて 自分の考 えや意見を他者に

伝 えていた。
c、(技 能 ・表現)

A、 自分の班で話 し合 った内容 を他の班の人たちに責

任 を持 って、分か りやす く的碗 に伝 えることがで
きていた。

B、 自分の班で話 し合 った内容を他 の班の人たちに貰

任を持って伝 えることができていた。
c、(思 考 ・判断)

A、 進んで他者の考 えや意見に耳を傾け、それぞれ の
意見 を尊重 しなが ら正確 に聞き取 りができていた。

B、 他者の考えや意見を尊重 しなが ら、聞き取 りがで
きていた。

評 価

A・ ・ … 十 分 達 成

B・ ・… お おむ ね 達成

C・ ・ …Bに 達 成 し な い

注*表 中のa、b、cは 指導 案 の流 れ の中 での評価 項 目と対応
*表 中のA・B・Cは 観 点別 評価
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③ ワー クシー ト例

学 鰍 活 動 「7・一ケ シ ・・一 ト1一
4縄tpnyNlL41r1mth把 ケラ 翼 目糎 ロseT.

今 蜜 冒 獣 爆 しt虚 摩L摺.穐 に 書 行寧 」二向 紺「
τ.君 軋 聾 耽一 虚 懸 嚇 鵬歌 鱒岨 ム 冒自 摺 占
尋 い ゆ 電ん

琶難 灘 講難藩
尋毅麗」器鋸盟鍛望鶏駝覧

,組 の〃弓 ス 目糠

髭鎌 愛載
を 笠 灘 葦う＼

"
邑

　欝
監

「謎 ん 艀 層仲 蟄 く,に つい τ

「9九 熔 コ に 柳 臨しよう 」に,eIT

昌 掘 噸,糧 奄.`ん 都 ケ弓 謁に し鋤 、こ
罰陰る、董聾電糟」?自

分"瑠 想 こ慮 ■」7弓コ【砦 一91tasう

3,旧 層切 竃 己a軸 蟹 内 窩 壁 メ晋し占う 4.恰 口 岨 羽Pら 出 官 れ 露r堰 離 ¢ す 善 与弓 諾 」
1管警 巻 ど6}Tatこ う.

学縮活酵7一ケシー十2
一

L瀦識 鰍1二舳自肋鰹 概 見襯 し幌描
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珊1堰よの ク ラ
ス づ く りの た
・め の 予'だて を

考 え 、 班 で の

話 し合 い が で

き て い た か。

学 級 活 ■br7-」7シ ー一ト2

覗o弓 翼に電"Ethに胱 礼 把ら;1

亀具㈱ 方脚闘厄話し盒雷う,

噛…さ胃 的L=行 畝 ・

皆3〈 自写ウ'sn
・雄 の 」乙を良 く考zて

・行 勧 すS 。
・日・開生鍵 を㌔ ん℃送3 .

蕩鶏萎塞幾協梛

く ・ 瞥)・tt

2、齢 珊が咄snre豊恥

班 で 話 し 合 っ

た 内 容 を 他 の に

伝 え 、fll↓の 期i階「

き 取 れ た か の1意

見 が 聞 き 取 才した

か

郭 隊堰碧蹟承 竹壷力哲

禦」9

ユむ　ロにこうサ　トゆ

.一人rkヴ 昌 撞r菌 爾 ψiく

蒜 望"♪招
。た ・耗 苧㌻し}し な し㌔

・し1し't`い コ"ctt・iS)
.

七与争 業
.崔 轟{些を 「ちげ人ヒ

・寵 泌(行 勤 で

示".
。人 ザ 専三訓 」亡 匂 轟。

調【1■¢酬 圃嘱 口播`弓 喧愚tr
。しず人ツ 転』声」s序 胆 セ消}

」

?lva.,・ 熾Pifり しt「'・のz'
埴 力 ・ろう .ゴ

・る.通 の2,ヒ 港 詔ら コヱL

莇 ウ'國場 ヅnで ・t曽{W

と しよしなし'・

一㎞一 一'一國一 一 一 一一一 「L--一 一 一 一 ～-i -一 一一一一一一一■■一一一一曽一一一一一一'
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V研 究 の ま と め

本 年 度 の研 究活動 は 、学級活 動 の基 礎 とな る、学級や 学 校 の生活 の充 実 と向上 に 関す る こ と

が最 も重 要 で ある と考 え、評価 方 法 の 工夫 ・開発 に取 り組 ん だ。学紐 や 学校 生活 の 充実 と向上

には 生徒 の 自発 的 な話 し合 いに よる餌 決 が重 要で あ る.そ の話 し合 い活動 を充実 させ るた めに

は 、事 前 に 「話 し合 いのル ール」 にっ いて の指導が 必婁 で ある。参 考 まで生徒 に配 布す る資料

プ リン トの例 を示 す。

『話 し合 い』 は 『聞 き合 い 』 で もあ り 『誕 し合 い 』 で は話題 につ いて 全員 で じっ く り

考 え るこ とが大切 な こ とです。 その た め に も、 一人 一人 の発言 を 『じっ く り味 わ う』 こ と

に よって 、発 言 した人 の考 えや 気 持 ち を くみ と りな が ら、 自分 の考 えを よ り広 く深 め てい

く こ とがで き るのです。

話 し合 い のルール

O司 会 の進行 で 話 し合 い を進 め る。O人 の 話を最 後 ま で 聞 く。O人 の意 見や考 え を尊

重 す る。(人 の意 見や 考 え を批 判 しない)O意 見に は反対Lて も、そ の人 自身 に は温 か

い気 持 ち を もつ。Oそ の他 『今 日の話 し合い の場 だけの ルール』 を加 える こ ともある。

1研 究の成果

(1)

(2)

(3)

(4)

「日常 の生 活班」 に よる話 し合 い活 動 に 「意 図的 に組 み 直 した班 」 に よる話 し合 い

活動 を加 えた こ とに よ り、一 層話 し合 い活動 が活発 にな り、そ の内容 を深 め る こ とがで

きた.ま た 、生徒 一人一 人 が話 を人 に伝 える、人 の 話を聞 いて くる とい う役 割 を もたせ

た ことに よ り、責任 を果 た そ うとす る意欲や 態度 につ なが った。評価 が(C)の 段階 に

あ って 、集 団 活動 へ の関 心 ・意欲 ・態 度が十 分 でな い生 徒へ の手 だて と して も、『話 し

合い』 活動 の充 実 は極 めて 重要 で あ る。

学級 活 動 の話 し合 い活 動 にお け る授 業 内容 の評価 規 準 を作成 し、それ に基 づ いた ワー

クシー ト ・振 り返 りカー ド ・教 師 に よる観 察で 、観点 別評 価が でき る よ うにな った。

ワー ク シー トは 「日常 の学級 生活 」 を振 り返 る もの を作成 し、生徒 は 自らの活動 状況 を

振 り返 るこ とがで きた。 振 り返 リカ ー ドは活 動 内容 に沿 って 自己評 価 で きる よ う観 点別

項 目に則 して評価 規準 を設定 した。 これ に よ り、教師 が生 徒 を観 点別 に評価 で き、生 徒

自身 も 自分 のこ とを観 点別 に評価す る よ うにな った。

授 業観 寮補 助簿 を工夫 ・改 善す る こ とで 、複数 の教 師 によ って観 点を分担 して 評価 す

る こ と もで きる よ うにな った。

ワー ク シー ト・振 り返 りカー ドか ら授業 中、積極 的 に活 動で きなか った生 徒 ・班 を見

つけ 出す こ とがで き、事 後 の指 導 に活用で き る。

2今 後 の課 題

(エ)話 し合 い活動 を深 化 させ て い くた めには、小 学校 ・中学校 力宝連携 して 教師 が指 導 し、

生徒 に多様 な話 し合 いの揚 を設 定 し、学級 活動 か ら生徒 会活動 、学校 行事 へ と発展 させ

るこ とが課題 と考 える。

(2)研 究 の成 果(4>の 事 後 の指 導 にお いて、例 えば 、話 し合 い活動 に参加 で きな か った

生 徒 ・班 へ ど う具体 的 に手だ てす るの かは今 後の課 題 とす る,
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